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足立区 ・ベルモン卜市
姉妹都市

提 携
1 5 周年

海を越えた友好の輪
昭和59年10月に足立区と オー スト ラリ ア・ヘルモント

市が姉妹都市提携を 結んでから、今年で15年を 迎えま す。

これまで両 都市間では文化 ・スポ ーツなど の交流が行わ

れ、親交が深められてきました。こ れからも 海を越えた

友好の輪が広がっていきま す。 問先こ 国際交流課また

は財足立区 国際親善協会03880- 5111 ㈹

交
流
の
き
っ
か
け

当
時
、
区
で
は
「
世
界
を
結
ぶ
文
化

の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、
戡
外
都
市
提

携
へ
向
け
て
、英
語
版
の
グ
ラ
フ
紙
「A
D
A
C
H
I

」
を
発
行
し
、
区
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
各
国
の
大
使
館
や
交

流
機
関
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
フ
紙
が
緑
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
交
流
を

図
り
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
姉

妹
都
市
提
携
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
交
流

今
後
も
両
都
市
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
て
い
く
た
め
、
親
善
使
節
団
の
相
互

派
遣
・
ホ
ー
ム
ズ
テ
ィ
ース
ポ
ー
ツ
交
流

・
文
化
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
今
年
、
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
学
生
使

節
団
(
9
月
)
、
市
民
使
節
団
(
1
0月
)

が
来
区
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
す
る
予
定

で
す
。
く
わ
し
く
は
国
際
親
善
協
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
親
善
協
会
は
、外
国
都
市
・
市

民
と
の
友
好
親
善
を
基
本
に
教
育

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
広
範
囲

な
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

ベ
ル
モ
ン
ト
市
で
足
立
区
を
紹
介
し

て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

姉
妹
都
市
提
携

1
5周
年
に
よ
せ
て

足
立
区
と
ベ
ル
モ
ン
ド
市
が
姉

妹
都
市
提
携
1
5周
年
を
迎
え
、
同

時
に
ベ
ル
モ
ン
ド
市
が
1
0
0
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

こ
の
1
5年
間
の
様
々
な
交
流
の

中
で
、
両
都
市
の
市
民
が
お
互
い

の
家
庭
に
滞
在
し
、
双
方
の
生
活

様
式
や
食
、
文
化
、
教
育
な
ど
に

つ
い
て
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
1
5年

間
の
礎
石
の
上
に
、
相
互
の
文
化

と
そ
の
背
景
を
理
解
し
、
益
々
友

好
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ベ
ル
モ
ン
ト
市
長

ピ
ー
タ
ー
・
パ
セ
リ
氏

ベ
ル
モ
ン
ト
市
っ
て
こ
ん
な
ま
ち

ベ
ル
モ
ン
ド
市
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
か
ら
西

へ
約
3
千
振
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
の
州
都
パ
ー
ス
の
中
に
あ
る

市
の
ひ
と
つ
。
面
積
は
4
0㎡
(
足

立
区
の
約
4
分
の
3
)
、人
口
は
約
2

万
7
千
人
(
同
約
2
3分
の
I
)
。

ベ
ル
モ
ン
ド
市
が
地
方
自
治
体
と

し
て
誕
生
し
、
今
年
で
1
0
0周年
を

迎
え
ま
す
。

市
内
に
は
、
魚
釣
り
や
水
泳
の

で
き
る
ス
ワ
ン
川
が
流
れ
、
広
い

敷
地
の
公
園
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
が

数
多
く
あ

り
、
水
と

緑
の
豊
か

な
ま
ち
で

す
。ま

た
、

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
最
大
の
パ

ー
ス
空
港
を
も
ち
、
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
(
現
在
は

成
田
か
ら
の
直
通
便
も
週
3
便
就

航
し
て
い
ま
す
)
。

あ
だ
ち
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ベ
ル
モ
ン
ト

公
園

友
好
親
善
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

作
ら
れ
た
こ
の
公
園
。
芝
生
の
上

に
は
羊
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
中
央

の
池
に
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

州
鳥
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン
(
黒
鳥
)

の
優
雅
な
姿
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
園
内
に
建
つ

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
館
で
は
、
ベ

ル
モ
ン
ド
市
か
ら
贈
ら
れ
た
品
々

が
展
示
さ
れ
、
交
流
の
軌
跡
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

梅島1- 33 および梅鳥2- 17
東武線梅鳥駅下車徒歩5 分

区民レベルの交流広がる
「
ス
ワ
ン
会
」で
楽
し
い
交
流
を

柳
原
在
住齋

藤

守
さ
ん

ベ
ル
モ
ン
ド
市
か
ら
の
学
生
を

受
け
入
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
、
中
学
生
使
節
団
で
ベ
ル
モ
ン

ド
市
を
訪
れ
た
学
生
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
、
3
年
前
ス
ワ
ン
会
を

設
立
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
5年
前
に

足
立
区
と
ベ
ル
モ
ン
ド
市
に
よ
っ

て
ま
か
れ
た
「
姉
妹
都
市
提
携
」

と
い
う
種
。
お
互
い
が
か
け
が
え

の
な
い
「
第
2
の
ふ
る
さ
と
」
と

い
え
る
暖
か
い
関
係
を
目
指
し

て
、
自
由
に
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
迎
え
て

千
住
宮
元
町
在
住

平
瀬

治
男
さ
ん

娘
が
派
遣
生
の
際
、
お
世
話
に

な
っ
た
冢
の
お
嬢
さ
ん
と
そ
の
友

達
を
ホ
ス
ト
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、

言
葉
は
あ
る
程
度
通
じ
、
食
事

も
食
べ
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
ま

し
た
。
富
士
山
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
囿
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
禹

足
し
た
ぷ
つ
で
し
た
。
別
れ
が
と

て
も
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、今
で

も
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
を
通
じ
て

連
絡
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
貴
璽
な

経
験
を
し
ま
し
た
。

桜
の
季
節
　
春
の
施
設
見
学
会

区
内
の
桜
の
名
所
を
バ
ス
で
巡
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
4
月
2

日
～
4
日
、
6
日
、
7
日
の
各
日
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時

コ
ー
ス
a
下

表

対
象
=
区
民

定
員
=
各
2
3人
(

抽
選
)

費
用
=
無
料
(
昼
食
を
準

備
願
い
ま
す
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
日
(
第
2
希
望
ま
で
可
)
、

参
加
者
全
員
(
3
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、電
話
番
号
、『
施
設
見

学
会
」と
明
記

期
限
=
3月
1
0日

必
着

申
・
問
先
―
広
報
課

〒
圀

・
8
5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7
-―

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

見
学
会
コ
ー
ス

‘区
役
所
(
集
合
)
s
-
寤
瀬
公
園～

'
葛
西
用
水
親
水
水
路～
郷
土
博
物

館
(
昼
食
T
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ～

都
市
農
業
公
園～
区
役
所
(
解
散
)

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
選
挙
で
す

(
統
一
地
方
選
挙
啓
発
標
語
　

千
住
元
町
在
住
、
南
雲
敏
子
さ
ん
の
作
品
)

4
月
1
1
日
　
東
京
都
知
事
選
挙

4
月
2
5
日
　
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
国
保
特
集
/
植
物
歴
史
手
帳
/
地
域
振
興
券
交
付

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
区
議
会
第
1
回

定
例
会
/
掲
示
板
/
ひ
ろ
ぱ

8
面
▽
▽
▽
エ
ク
ス
プ
レ
ス
投
稿
募
集
/
花
だ
よ
り
/
あ
だ
ち
カ

レ
ン
ダ
ー
3
月

葦
立
ち

国
際
高
齢
者
年

今
年
は
国
際
高
齢
者
年
で
す
。

世
界
的
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
1
9
9
2

年

に
国
連
総
会
が
定
め
た
も
の
で

す
。「
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社

会
を
め
ざ
し
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、そ
の
目
的
は
、「
自
立
≒
参

加
≒
ケ
ア
≒
自
己
実
現
≒
尊
厳
」

の
5
つ
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
権

利
や
期
待
さ
れ
る
役
割
を
提
唱
し

た
「
高
齢
者
の
た
め
の
国
運
原
則
」

を
世
界
各
国
で
具
体
化
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
平
均
寿
命
は
女
性
が
8
3

・
&
歳
、
男
性
は
7
7・
2
歳
と

い
う
世
界
一
に
な
り
、
6
5歳
以
上

の
高
齢
者
も
2
千
万
人
を
超
え
、

全
人
口
の
お
よ
そ
6
人
に
1
人
と

な
り
ま
し
た
。
当
区
に
お
い
て
も
1
0

年
前
8
%
で
あ
っ
た
高
齢
者
の

人
口
は
、
今
や
1
4
%に
近
く
8
万
8

千
人
程
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
長
寿
の
社
会

に
な
っ
て
も
、
病
気
で
苦
し
ん
で

い
た
り
、
生
き
が
い
を
見
失
っ
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は

長
寿
の
社
会
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

喜
び
に
満
ち
た
意
義
あ
る
長
寿
社

会
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
区
の
世

論
調
査
で
最
も
力
を
入
れ
て
欲
し

い
施
策
の
ト
ッ
プ
は
、
1
6年
連
続

し
て
高
齢
者
福
祉
で
す
。
今
ま
で

に
も
増
し
て
高
齢
者
福
祉
の
向
上

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

若
い
方
々
も
、
今
年
を
自
分
達
の

未
来
を
考
え
る
年
と
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

世帯と人口 ( 11年2 月1 日現在　外国人含む)　 世帯数: 271, 930　人口: 635, 858人( 男: 321, 934 人, 女: 313, 924人)
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど

の
理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
随
時
入
園
の
相
談

・
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

(た
だ
し
、
地
城
・
年
齢
に
よ
っ
て
は

空
き
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
ひ
嫐
歹
)
。

申
・
問
先
L
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
施
設

保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
区
の
制
度
に

篆
弓
い
て
乳
幼
児
の
保
育
を
し
て
い
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
、3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
保

青
し
ま
す
。

・
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、3
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
を
保
育
し
奪
y
。

・
児
童
緊
急
I
時
保
護

保
護
者
が
出
産
・
同
気
な
ど
で
、養

育
に
お
困
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一
時

的
に
保
育
し
嫐
y
(
た
だ
し
、保
霞
者

が
就
業
す
る
た
め
の
ご
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
)
。
閥
先
―
保
育
振
興
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

福
祉
資
金

徴
収
嘱
託
員
募
集

対
象
―
区
内
ま
た
は
近
郊
在
住
の
5
0

歳
～
6
2
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
で
債
権
回

収
に
つ
い
て
意
欲
の
あ
る
方

内
容
6

福
祉
資
金
の
返
済
を
し
て
い
な
い
方
の

お
宅
に
訪
問
し
、
福
祉
資
金
の
徴
収
を

行
い
ま
す

勤
務
条
件
=
週
5
日
(
3
0

時
間
)
、土
・
日
・
夜
間
勤
務
可
能
な
方

定
員
=
男
性
1
人

採
用
1
4
月
1
日

(予
定
)

雇
用
期
間
=
1
年
(
実
積

な
ど
を
考
慮
の
上
4
回
ま
で
更
新
可
)

報
酬
=
月
額
1
7万
8
千
円

申
込
=

自
筆
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
に
5
0
0字程

度
の
小
論
文
(
例
・
福
祉
と
私
、
私
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
)
を
添
え
て

持
参

※
書
類
審
査
浚
面
接
を
行
い
ま

す

期
限
1
3
月
1
0
E
申
・
問
先
a

福
祉
医
療
課
貸
付
係

区
立
保
育
園

パ
ー
ト
職
員
登
録
者
募
集

保
育
園
の
保
母
・
調
理
・
用
務
業
務

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
登
録
を
お
待

ち
し
て
い
毒
y
。採
用
=
保
育
園
か

ら
要
望
が
あ
り
次
第
、連
絡
を
し
ま
す

時
給
=
勤
務
時
間
帯
に
よ
り
8
2
0
円
、8
7
0

円
、9
2
0円(
1
0年
度
実
績
)

申
込
=

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
(
随
時
募
集
)

申
・
問
先
1
児
童
調
整
係

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
(
看
護
婦
)
募
集

対
象
=
看
護
婦
の
資
格
を
持
つ
5
0
歳

ま
で
の
方
内
容
1
心
身
障
害
者
の
健

康
管
理
・
相
談
、生
活
指
導
訓
練
な
ど

勤
務
条
件
=
週
3
日
、午
前
9
時
～

午
後
4
時

定
員
=
1
人

報
酬
=
日

額
1
万
5
0
0円(
交
通
費
含
む
)

申
込
=

電
話

期
限
=
3
月
5
日

申
・
問

先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

豐
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

精
神
保
健
指
導
員

(
非
常
勤
)
募
集

対
象
9
大
学
で
福
祉
学
ま
た
は
心
理
学

を
専
攻
し
た
方

内
容
=
精
神
障
害
者

デ
イ
ケ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か

勤
務
条
件
等
=
週
4
日
(
3
0時
間
)
、有

給
休
暇
・
社
保
有
り

定
員
1
1
人

選
考
方
法
―
面
接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申
込
=
自
筆
の
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

を
持
参
(
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
)

ま
た
は
郵
送

期
限
=
3
月
1
0日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

〒
閇一・
〇
8
4
5

西
新
井
本
町
2
1
3
0
-
4
0

萱
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

保
健
福
祉
ガ
イ
ド
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・・・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

3月の家族介護者教室のご案内

幼
児
発
達
相
談

発
逢
に
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん

の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
通
所
指
導
、

心
理
・
言
語
の
個
別
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

問
先
=
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

豐
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

保
健
婦
(非
常
勤
)募
集

・
区
役
所
本
庁
舎
勤
務

対
象
―
保
健
婦
資
格
を
持
つ
4
5歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
方

介
一
年
3
月
取
得
見

込
み
可
)
内
容
―
足
立
区
職
員
へ
の

保
健
指
導
、
各
種
検
診
業
務
の
補
助

勤
務
条
件
等
―
週
4

日
(
3
0時

間
)
、有
給
休
暇
・
杠
保
有
り

定
員
=

よ

採
用
1
4
月
1
日

選
考

方
法
=
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
日

程
は
後
日
通
知
)

雇
用
期
間
=
原

則
1
年
間
(
必
要
に
応
じ
て
更
新
可
)

報
酬
1
月
額
2
0万
円

申
込
―
電

話
で
申
し
込
み
後
、
履
歴
書
提
出

期
限
1
3
月
杪一日

申
・
問
先
―
職

員
課
健
康
管
理
係

・

江
北
保
健
相
談
所
勤
務

対
象
=

保
健
婦
の
資
格
を
持
つ
5
5
歳

ま
で
の
方
(
1
1
年
3

月
取
得
見
込
み

可
)

内
容
―
保
健
指
導
に
関
す
る

業
務

勤
務
条
件
等
=
週
4

日
(
3
0

時
間
)
、有
給
休
暇
・
社
保
有
り

定

員
1
1

人

採
用
1
4

月
1

日

選

考
方
法
=
一

類
選

考
お
よ
び
面
接
(

日
程
は
後
日
通
知
)

報
酬
1

月
額
2
0

万
円

申
込
=

自
筆
の
履
歴
書
(

写
真
貼
付
)
を
持
参
(
土

。日
曜
日

、

祝
日
を
除
く
)

ま
た
は
郵
送

期
限
1
3

月
1
0
日
必
着

申
・
問
先
―
江

北
保
健
相
談
所

〒
1
2
3・
0
8
4
5

西
新
井
本
町
2
-
3
0
-
4
0

登
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー シΞヨン

5・
6
月
分
の
利
用
案
内
　

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ

(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
―

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
3

月
1
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果

を
3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付

―
当
選
者
は
、4
月
8
日
ま
で
に
各
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

・
5
・
6
月
分

抽
選
後
の
噐
景
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
冫
金
曜
日
(
今
回
は
4
月
9

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
で
も
予
約
で
き
ま
す
。

・
2

・
3
・
4
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
ぐ
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利 用案内　5 ・6 月利用分

※ 利用申込は2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
※「那須・森の家」へは直通パスも運行しています。公社窓口へお同い合わせく ださい

● コミュニ ティ 文化・スポーツ 公社各 施設一 覧

受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、0は午前10時～午後6時( 毎週月曜日、休館) @は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)
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健
康カ
レ
ン
ダ
ー
3月の予
定

女
性
の
生
と
健
康

身
体
と
心

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
?

女
性
が
主
体
的
で
健
康
に
生
き
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
「生
」と
「性
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。日

時
1
3
月
2
日
㈹
・
1
6
日
㈹
。午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
2
日
制
)
内

容
―
▽
1
日
目
・
:
エ
イ
ズ
診
療
の
現
場

か
ら
・
大
切
に
生
き
た
い
わ
た
し
(
岩

城
弘
子
氏
・
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
医

師
)
▽
2
日
目
・
・
・
女
性
の
生
と
性
の

自
立
・
上
手
に
N
o
と
い
え
ま
す
か
?
　

(
岡
島
陽
子
氏
・
フ
リ
ッ
ガ
相
談
室
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
定
員

儿
`
人
(
先
着
順
)
費
用
―
無
料

申
込
a
電
話

場
・
申
・
問
先
a
千
住

保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
―
▽
検
査
受
付
・
・
・
3
月
1
7
日
㈲
、

午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
▽
結
果
受
付

・
:
4
月
6
日
詢
、午
前
9
時
4
5
分
～
1
0

時
対
象
1
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
=

骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測

定
・
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
等
)

定
員
=
3
0

人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込

―
往
復
(

ガ
キ
に

「
女
性
の
た
め
の
健

康
づ
く
り
」
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

期
限
1
3

月
5

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

〒
1
2
0・
0
0
3
6

千
住

仲
町
2
4
1
2S

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

両
親
学
級

も
う
す
ぐ
パ
パ
と
マ
マ
に
な
る
あ
な

た
、赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。日
時
=
3
月
1
9
日
窗
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
対
象
=
妊
娠

5
ヵ
月
以
降
の
方
と
そ
の
配
偶
者

内

容
=
父
親
、
母
親
に
な
る
準
跚
/
出
産

と
子
育
て
体
験
談
/
パ
パ
の
沐
浴
体
験

定
員
ふ
J
人
(
先
柵
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
a
千
住
保
健
所
　

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会

「
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

若
者
へ
の
接
し
方
」

会
社
や
学
校
に
行
か
な
い
、何
も
し

な
い
で
冢
に
い
灸
若
の
若
者
が
増
え

て
い
ま
す
。若
者
の
心
の
状
態
、接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
声
し
ょ

う
。日
時
=
3
月
9
日
㈹
、午
後
2

時
～
4
時
講
師
=
岩
田
俊
氏
(
み
さ

と
協
立
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
I
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
―
足
立
保
健

所

霓
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

出
張
調
理
体
験
教
室

受
講
グ
ル
ー
プ
募
集

す
」
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
。

知
っ
て
得
す
る
調
理
体
験
教
室
を
出
前

し
嫐
y
。
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄

養
改
善
推
進
員
)
と
と
も
に
、
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日

時
・
場
所
=
相
談
に
よ
り
決
定

対
象
=

町
会
・
自
治
会
・
P
T
A
・
自
主
グ

ル
ー
プ
な
ど

内
胄
=
次
の
中
か
ら
選

択

▽
4
0歳
か
ら
の
健
康
と
食
生
活

▽
若
い
世
代
の
健
康
と
食
生
活

▽
子

供
の
健
康
と
食
生
活

費
用
―
材
料
費

等
実
費

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―

足
立
保
健
所
管
理
栄
養
士

S
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

3 月の 献血

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

8
0歳
で
2
0本
の
歯
を
保
と
う

期
間
=
3
月
3
1
日
ま
で
場
所
=
区
内

実
施
歯
科
医
院
対
象
-
4
0
歳
～
6
0
歳

ま
で
の
区
民
※
現
在
歯
ぐ
き
が
は
れ

て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は

除
く
内
容
=
歯
周
訶
な
ど
の
検
査
　

(
歯
ぐ
き
や
歯
石
の
チ
ェ
ッ
ク
)
定

員
息
?
(
(
先
着
順
)
費
用
―
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
・
生
年
月
日
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
「
歯
周
訶
健

診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票

と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
保
健
予

防
係
-
y
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

高
脂
血
症
予
防
教
室

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
を
上
手
に

下
げ
る
に
は
」

日
時
等
=
表
3

対
象
a
成
人
健
康
診

査
(
区
内
医
療
機
関
実
施
)
を
受
け
た

方
お
よ
び
希
望
者

※
今
ま
で
の
健
診

結
果
が
あ
る
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
袤
だ
、
動
き
や
す
い
服
装
と
運
動

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

定
員
=
4
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相

談
所

豐
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3　 高脂血症予防教室

※ いずれも午後1時20分～3時40分

障害別福祉相談
障害にかかわる生活経験を持

ち、 都から委嘱を受けた相談員
が、障害のある方の生活上の問
題を解決する相談を 行います。
日時等一表2
場所一竹の筱1障害福祉館
問先 障害福祉相当

表2　3 月の相談実施日

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

(
2
級
課
程
・
夜
間
)

日
程
9
1
1
年
3
月
1
3
日
～
7
月
末
日
ま

で
の
う
ち
2
5
日
間
程
度
時
間
―
講
義

・
-
・
午
後
6
時
か
ら
(
2
～
4
時
間
)
、実

習
等
・
:
午
後
9

時
か
ら

場
所
=

庄
都

公
団
竹
の
塚
第
一

、
第
二
集
会
所

対

象
=
全
日
程
出
席
可
能
な
万
で

、
ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
在
宅
介
護
・
施
設

介
護
に
参
加
す
る
意
志
の
あ
る
方

定

員
=
4
0
人

費
用
1
6

万
5
0
0円

申
込

=
所
定
の
申
込
用
紙
(
各
福
祉
事
務
所
、

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
、
前
記
開
催
場
所

で
配
布
)
を
郵
送

期
限
=
3
月
3
日

申
先
=
健
和
会
医
療
福
祉
調
査
室

〒

閇一
・
〇
〇
2
2
柳
原
―
-
2
7
1
5

問

先
l
健
和
会
医
療
福
祉
調
査
室

き
(
3
8
了
o
)
2
0
5
4

ま
た
は
区
・
高
齢
福
祉
計
画
係

がん検診と成人健康診査(無料)
過去1 年以内に、区および動務先等で同種の検診を受けた方は除き

ます。 申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名(フリガナ)、生年月日、
年齢、性別、電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先
へ。後日、受診票と案内をお送りします。 ※ 消化器がん検診は検診
日、受診場所も第3 希望まで明記

女性 がん検診と成人健康診査　 問先= 保 健予防係 　3880- 5111 ㈹

・ 女性 がん検診 対象=30 歳以上 の女性 区民 内容= 乳 がん検診と
子宮がん 検診
● 成人 健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭 和8 年4 月1 日以降生 ま
れまでの区民) 内容= 血液、尿、必要に応じ て心電図の検査等で、
心臓、肝臓、じ ん臓 の病 気や糖尿病、高血圧、高脂血症等について調
べます

ー い ずれも ー
日 時等=こ受診票を受 けとってから1 ヵ 月以内 に区 内実施医 療機関で
受 診 申先= 保健 予防係 〒120- 8510 中央本 町1- 17- 1

消化器がん検診　問先= 足立保健所診療放射線 3855- 4156( 直 通)

日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病
気で治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内
容=X 線撮影による胃がん検診と検便による大膕がん検診 期限=
受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日〔4月を受診
希望の場合3 月15日消印有効、送付は3 月末日〕 申先= 足立保健所
診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8
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みんなに知って欲しい

私たちの国民健康保険
いつも健康であることが私たちの願いですが。いつ、ど

こで病気やヶガをするかわかりません。国民健康保険( 国
保) は、ふだんから皆さんの収入に応じてお金曇出し合い。
そこから痢気やヶガをしたときの医康費の一部を支出しよ
うという制度です。安心して病院にかかることのできる大
切な医療制度なのです。
今回の特集では、国保の加入や給付などのほか、医療費
や財政についてもお知らせします。

足
立
区
の
国
保
財
政
が
ピ
ン
チ
で
す

保

険

料

と
国
保
財
政

国
保
の
財
政
は

、
加
入
者
の

皆
式
兀

に

納
め
て
い
た

だ
く
保
腆
料
と

、
国
か

ら
の
補
助
金
で

潯
掌
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
加
入
者
の

高
齢
化
や
医
療
技

術
の
高
度
化
な
ど
に

よ
り
医
療
費
が
増
大
し
。
財
政
か
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
賄
い

き
れ
な
い
金
額
(

赤
字
分
)

に
つ
い
て
は
、
東
京
郡
や
足
立
区
か
ら

の

税
金
を
浸

入
し
て
運
営
し
て

い
る
の

が
現
状
で
す
。

国
保
財
政
が
厳
し
く
な
れ
ば
、
区
の

国

保
以
外
の
亊
業
の
財
政
運
営
を
も
、

圧
迫
し
て
」
ま
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、

国

保
の
赤
字
を
増
や

さ
な
い
た
め
に

は

、む
だ
な
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
と

、

保
険
料
の
収
吶
搴
を
上
げ
る
こ

と
が
必

要
で
す
。

足
立
区
の
国
佩
財
政
の
健
全
化
の
た

め

、
医
療
費
の

抑
制
と
保
険
料
の
収
納

に
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
一
一

の
ご
協

ク

簒
i

い
に
¥
チ

。

問
先
=

庶
務

係

年
々
増
加
す
る

足
立
区
の
医
療
費

足
立
区
の
国
保
加
入

者
は
、
現
在
約
2
5

万
5

千
人
(

区
総
人
口
の
約
4
0
%
)

で
、
こ

れ
ら
の
贇
保
険
者
が
平
虞
9

年

度
(
1

年
間
)

に
か
か
っ
た
医
療
費
総

額
は
、
な
ん
と
聊
佩
3
千
万
円
に
も
な

り
ま
す
(
平
成
5
年
度
と
比
べ
、杓
讚
像

円
の
増
。図
1
)

。
被
保
険
者
人

当
た

り
、
2
8万
9

千
円
を
使
っ
た
こ
と
に
な
9
'

ヂ

。
こ
れ
を
お
年
寄
り
(

老
人
保

雎
法
適
用
者
。
原
則
7
0
歳
以
上
)

と
そ

れ
以
外
の

一
般
被
保
験
者
に

わ
け

る

と
、お
年
寄
り
よ

当
た
り
8
2万
円
(
全

国
平
均
6
9万
6

千
円
)
、一
般
被
保
険
者

人

当
た
り
1
9
万
5

千
円
(
全
田
平
均
1
7

万
5

千
円
)

が
医
療
賢
と
し
て
か
か

っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
(
図
2
)

。

足
立
区
は
都
内
2
3
区
の
な
か
で
も
比

靫
的
若
い
区
と
い
わ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
高
齢
者
の
医
療
費
は
一
般

被
保
険
者
の
u
倍
で
、
全
国
平
勾
n

倍
)
を
上
回
っ
て
い
祟
す
。

今
俊
、
現
在
の
医
療
費
木
単
の
ま
ま

足
立
区
の
被
保
険
者
が
高
齢
化
し
て
い

く
と
、
2
3
区
の
中
で
も
突
出
し
た
高
医

柬
費
の
区
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

こ
う
し
た
状
況
は
田
保
財
政
だ
け
で

な
く
、
区
の

財
政
全
体
に
も
大
青
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
n
壬
ヂ

。
国
保

財
政
は
、
皆
さ
ん
の
医
輦
を
支
え
る
大

叨
な
資
原
で

す
。
高
齢
化
廿
会
を
E

気

に
過
ご
す
た
め
に
も
、
ま
た
賢
原
を
有

効
に
屡

ワ
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
家

族
ぐ
る
み

の
健
蹶
づ
く
り
へ
の

関
心

と
、
男
気
・
ヶ
が
等
の
早
朋
冶
療
に
心

が
け
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

図1 年度別峰医療費の推移

固冫I E 席恟11人 当卜 りの 戻魯曹の 譛耜

忘
れ
な
い
で
ね
。国
保
の
こ
と

国

保

の

加

入
□
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
足
立
区
に
住
ん
で
い
爻
(
1

年
以

上
の
在
留
賢
格
を
も
つ

外
国
萄
哭

も

含
む
)
は

。
す
べ
て
足
立
区
の
国
保
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
'
&

の

「
足
立
区
の
S

保
に
加
入
し

な
く
て

も
ぷ
い
人
」
は
除
孝
豕
T

。

□
足
{
忿

の
国
保
に
加
入
し
な
く
て
も

よ
い
人

(
1
)勦
め
先
の
医
療
保
険
(

健
保
組
合
・

共
済
組
合
な
ど
)

に
加
入
し
て
い
受

と
そ
の
扶
養
家
族
の
人
(
2
)
同
業
者
で

行
っ
て
い
る
国
保
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
と
同
一
世
帯
の
人
(
3
)
生
活
保
護

夲
受

け
て
い
弔

入

□
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
畢
L
　

手
続
き
は
自
動

的
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
M
日
以

内
に
届
け
出

を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類

や
手
羲
膏
場

所
に
つ
い
て

は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ

ぐ
だ
さ
い

退
職
者
医
療
制
度

退
職
者
医
療
制
寳
に
該
当
す
る
と
、

岡
院
等
に
支
払
う
自
己
負
担
金
が
表
2

の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。
※
&
医

療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該
当
す
る

場
合
は
、
切
ひ

替
え
の
手
続
龠
―
し
て

く
だ
さ
い

対

象
=
(
1
)老
齢
ホ
忌

は
退

職
を
事
由
と
す
る
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
な
ど
(

国
民

年
金
は
除
く
)
夲
発

給

し
て
い
る
7
0
歳
禾
肩
の
男
で

。
年
金
加

入
期
間
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0

年
以
上
あ
り

、
そ
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
/
(
2
)「
(
1
)」
と
同
様
に
加
入

し
受
給
栂
は
苳
む
が
、
障
魯
・
遺
族
年

金
を
通

択
し
て
受
給
し
て
い
る

方
/
(
1
)

「
(
1
)」
「
(
2
)」
の

扶
養
家
族
の

方

※
(
1
)
(
2
)
(
3
)

冫
i
y
(

保
健
法
骸
当
者
は
除
く

申
込
1

年
金
証
S
(

老
齢
・
退
暇
年
金

の
証
一

で
蓑

保
険
者
期
間

の
配
載
か
あ

る
も
の
)
/

国
民
健
康
保

険
証
を

窓
口

に
持
参

※

年
金
証
書
が

届

い

て

か

ら
、
1
4日
以
内
に
手
暁
瘴
秬

し
て
ぐ
だ

さ
い

申
先
=

各
区
民
事
務
所
ホ
忌

は

国
民
健
康
保
険
課

問
先
=

賢
格
賦
課

係

表1 手続きが必要なとき

一 一
● S 屎 加 入 者 の み

表2 自己負担の割合

本保険料は変わりません

保
険
料
は

期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

慚
さ
ん
に
駟
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

は
、
国
保
の
大
切
な
財
源
で

す
。
こ
の

中
か
ら
、
鍔
院
で

実
際
に
か
か
っ
た
医

療
費
の
7

刪
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め

な
い
人
が
い
る
と
、

保
険
料
収
入
が
不
足
し
財
源
も
不
足
し

て
し
ま
い
ホ
チ

。
ま
た
、
齏

。ん
と
哨

め
て
い
る
人
と
の
間
に
不
公
平
が
起
こ
n

ま

す
。
保
険
科
は
必
ず
期
限
内
に
駟

め
て
く
だ
さ
い
。

病
気
・
剽
靡
な
ど
の
亊
膺
に
よ
Q

保

険
科
の
納
付
か
遅
れ
て
い
る
方
は
、
分

割
な
ど
の
納
付
相
談
を

吁
っ
て

い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
鰹
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。特

別
な
理
由
も
な
ぐ
納
め

な
い
で
い

ス
y
y』
、
法
律
に
雇
つ

い
て
財
産
の
差
し

押
さ
え
処
分
な
ど
を
行
い
ま

す
。

問
先
1

滞
納
塵
理
第
T

二
係

国保の給付

Q&A
Q1
働害事件や交通事故などの被害者
となった場合、国保の保険証で冶療
を受けられま堽が。

A1
区に届けることで、原周として治
癲を受けらn ま4 ただし、相手万と
示農が成立していたり、本人に艢大
な過失がある場合などは、受11らn
ないこともありま覃。

Q2
田保の略付が受けられず、全額を

自己負担するのはどんなときで可
か。

A2
跼 気 と みな さ れ な い も の は 、 国 保

の 給 付 対 象 にな り ま せ ん 。た と え ば 、

健 康 診 断 、人 間 ド ッ ク 、予 防 注 射 、歯

列 矯 正 、 軽 度 の わ き が・し み、 美 容 整

形 、正 常 分 娩 、経 爵 上 の 理由 に よ る 中

絶 な ど で す。 そ れ が ら 、業 務 上・仕 事

中 の ケ ガ や 病気 。こ れ は 、労災 保 険 の

対 象|こ な る か ら で す 。最 後|こ、醸 憲 の

犯 罪 行 為 や 事 故 、 ケ ン 刀 や 泥 酔 に よ

る 傷 病 、 医 師 や 保 険 者 の 指 示1こ 従 わ

な か っ た と き な ど が あ り ま す 。

Q3
コルセットを作ったとき、費用の
全額を支払いました。国保の対象に
はならないのでしょうか。

A3
下表のような場合は、必要な・類
を添えて田保課に申請すれば、基準
額までの7 割分の療養費が支給さn
ま覃(退暇者本人の場合は8 例、退職
者被扶番者の場合は入院8 割、通院7
剛)。ただし、70瘋以上の方は福祉医
療課医療助成係か窓口|こなります。

ド11卜 沁, : -・

やむ を え4 保 険 証 で 冶療 が 受|づ

ら オ1な 刀 つxI ノ コjしt xツ ト な ど

の 治癲 用 補 強貝 を つく つた/ l a

り ・き ゅ う・マッ サ ー ジの 旆衛 を

受け た( s 箋 が 脂 め、痾隗 溽 に こt l

ら の 膓 設が な い 纏き)

Q4
入院冶療し、多額の費用がかかり
ました。高額療養費が支略されると
聞きましたがどのように請求するの
で す が 。

A4
岡じ人が、同じ月に、同じ病院等で
一定の金額( 下表) を超えると診療月
の2～3ヵ月霞に世帯主あて|こ送付
される「高額療番費支給申請魯」で申
請してください。なお、申腆後薊1 ヵ
月半後に支給されます。

自己負廻限麦貘 ( 円)

所
得
税
・
特
別
区
民
税
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か

甲
告
内
容
は

、
H
年
度
の
保
険
料
所

寿
創
額
の
算
定
や
均
等
割
額
の
軽
減
判

定
、
高
額
療
養
賢
の
判
定
や
入
院
時
食

事
代
の
減
額
の
基
礎
に
な
り

、
大
変
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
か
無
い
方
、

少
な
い
方
で

も
待
別
区
民
税
・
都
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
3

月
1
5

日
ま
で
に
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
一

は
、
緤
税
躁
、
区
民
事
務

所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
先
―
▽

申
告
S
の
提
出
先
お
よ
び
S

き
方
・・・
課

税
諌
課
税
第
一
・
第
二
係

▽
S
民

健

謨
保
険
料
等
)・
・
国
民
優
康
保
険
課
資
格

賦
課
係
S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

問い合わせ

国民健康保険課s3880- 51I K'
代)

国
保
マ
ン
ガ
～
同
窓
会
(
1
)
巻
～

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

柊

光
沢
の
あ
る
探
い
綾

で

、
碌
に
晩
い
ト
ゲ
の

あ
る
菓
を
も
つ
ヒ
イ
ラ

ギ
は

。
牛
吁

填
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

嫐
裏

‘
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
と
し
て

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ヒ
イ
ラ

ギ
の
枝
に
イ
ワ
シ
の
礪
を
剌

し
た
も
の
を
ヤ
イ
カ
ガ

シ
な
ζ
こ
い
い
、
節
分

の
日
に
玄
関
や
輝
な
ど

に
佃
し
て
蓆
除
け
″
チ

る
行
事
か
広
く
行
わ
れ

て
い
李
y
。
鋭
い
ト
ゲ

と
イ
ワ
シ
の
に
お
い
で

雁
霙
や
邪

気
を
払
2

』

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

立
春
の
前
日
で
あ
る
節
分
は
、
冬
か

ら
舂
へ
の
折
り
a
i
蛋
夭
切
な
日
で

す
。
邪
気
や
思
s
否
払
い
、
`
£
そ
の

進
入
が
な
い
こ
″
苓
邨
冫
簔
礼
が
行
わ

れ
`
y
i
つ
に
な
っ
て
い
漸
汞
し
た
。

節
分
の
ヒ
イ
ラ
ギ
は
、
「
燦
贋
の
鰯
を

柊
の
枝
に
s
き
、
門
軒
に
挿
み
夜
に
入

れ
ば
炒
豆
を
撒
膏
で

・・
」
、
と
『
新
選
東

京
歳
時
記
J
(
5
冶
3
1
年
)
に
苳
♀

客

に
、
東
京
で

も
一
般
に
行
わ
れ
て
漑
i

し
た
。

麗
在
の
入
谷

二
丁

目
付
近
の

農
家

は
、
こ
の

節
分
用
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
出
荷

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
節
分

が
近
ぐ
な

る
と
、
東
京
近
辺
の
習
俗
に
合
わ
せ
ヒ

イ
ラ
ギ
に
大
豆
の
豆
饗

冢

え

て
小
束

に
し
た
も
の
を
陌
り
ま
す
。
ヒ
イ
ラ

ギ

も
豆
も
特
別
に
齊
て

る
の
で
は
な
く
、

庭
先
に
植
木
と
し
て

値
え
た
も
の
や
、

豆
の
収
穫
の
際
に
保
存
し
て
お
い
た

も

の
を
便
つ
て
い
ま
す
。
農
家
に
と
っ
て

は
、
身
の
回
り
の
も
の
で
聞
単
に
作
れ

る
も
の
で

、
ち
ょ
っ
と
し
た
農
閑
朋
の

現
金
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

近
郊
農
村
で
あ
る
足

立
は
。
麦
乍
物

に
加
え
て

。
行
事
や
儀
礼
の
用
具
の
供

給
地
と
し
て
も
重
薺
な
9
割
を
乗
た
し

て
い
た
と

淆
疋

ら
れ
ま

す
。

八
郷
土
博
物
綰
V

節分用の匕イラギをまとめる
入谷二丁目の市川さん

ま
も
な
く
地
域
振
興
券
が

交
付
さ
れ
ま
す

2
月
1
5日
発
行
の
「
足
立
区
地
域
振
興

劵
特
集

号
」で

も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、ま
も
な
く
該
当
者

の
方
に
足
立
区
地
峨
振
興
券
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

□
地
霞
振
興
劵
の
使
い
方

足
立
区
内
の
お
店
な
ら
、
ど
の
お
店
で
も
使
え

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
足
立
区
地
岐
振
興
券

取
扱
唐
」の
ス
テ
ッ
カ
ー
(
左
見
本
)
の
あ
る
お
g

で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

。

食
料
品
や
衣
科
品
な
ど

の
商
品
を
買
っ
た
り

、
仕

事
を
頼
ん
だ
り

。
も
の
を

借
り
た
り
す
る
場
合
に
便

う
こ
と
が
で

き
ま
す

。
た

だ
し

、
税
金
な
ど
公
共
料

金
の
支
払
い
や

、
有
価
証

雰

・
商
品

券
等
の

金
券

類
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や

宝
く
じ
の

購
入
に
は
便

え
ま
せ
ん

。
く
わ
し
く

は
下
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い

。

□
地
域
振
興
雰
の
取
扱

店
(

特
走
事
業
者
)

を

募
集
中
「
二
次
弗
集
」

申
込
―
「
登
録
申
請
書
」

を

匐
送
ま
た

は
持
番

(
申
請
魯
は
区
役
所
内

旭
域
振
興

劵
相
談
コ

ー

ナ
ー
ま
た
は
お
近
く
の

区
民
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)

期
限
1
2

月
2
8

日
(

消
印

有
効
)

禀
登
録
し
た
事
業
者
に
は

、
足
立
区
地

岐
振
興
券

特
定
事
巣
者
登
録
証

、
足
立
区
地
莱
振
興
券
取
扱

店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
零
を
お
送
り
し
ま
す

問
先
―

地
域
振
興

券
相
記
コ

ー
ナ
ー
(

土
・
日

・
祝
日
を

除
く

、
午
前
9
時
～
午
険
5
時
)

a
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

一

通
)

だれでもラクラク乗り降り
ノンステップバスが走ります

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は

、
路
面
か
ら
乗

降
口
の
床

面
ま
で
の
高
さ
が
約
匐
㎝
と
低
く

、
調
節
装
置
で

、

さ
ら
に
7

閖
ほ
ど
床
が
低
く
な
り
ま
す

。
ま
た

、
車

イ
ス
で
の
利
用
者
の
た
め
に
ス
ロ
ー
プ
板
も
備
え
て

い
ま
す
。

こ

れ
ま
で
、
区
内
で
の
運
行
は
、
千
僅
車
廛
～

浅

草
雷
門
(
都
営
)
だ
け
で
し
た
が
、
2
月
2
0
日
か
ら
、

西
新
井
駅～
池
袋
駅
(
都
営
)
で
も
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た

、
3
月
か
ら
は

、
竹

ノ
塚
駅
I

綾
瀬
駅
(
東
武
)
、
北
千
庄
駅
I
竹

ノ

楸
駅
・
清
掃
工
場
(
都
営
)

で
も
運
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ノ
ン
ス
テ
ッ
ブ
バ
ス
は

、
お
竿
寄
ひ
や
障

害
者
だ
け
で
な
く
、
子
供
や
妊
浬
婦
、
傷
絢

者
。
重
い
荷
物
膏
持
つ
て
い
昊

な
ど
、
す

べ
て

哭

が
桑
に
乗
り
降
n
チ

る
こ
と
か
可

能
な
福
祉
社
会
対
5

型

の
バ
ス
と
き
え
ま

す
。区

で
は
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
実
現
に

向

け
、冫

つ
レ

秡
(
ス
を
さ
ら
に
増
や
す
ぷ
つ
、

今
怏
も
バ
ス
事
業
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
淞豕
す
。

間
先
I区
・
都市
交
通
謀

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

郡
バ
ス千
住
自
動
車
営
業所

a
(
1
8
6
)
4
1
1

東
弓
(ス
高
飾
曾
業
所a

(
5
6
9
9
)
1
3
1
0

'
床
の
低
い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

こ
れ
ま
で
の

パ
ス

ゆと
りが

うれし
い

口 座 振 替

保
険
料
の

お
支
払
い
を
口
座
振
替
に

し
ま
す
と
、
毎
月
の
支
払
い
の
手
間
が

誉
け
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
納
め
忘
れ
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
の

お
支
払
い
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
薺
で
お
願
い
し
嫐
"

。

申
し
込
み

手
耗
4
1ほ

簡
単
で

す
。

申
込
1

窓
口
に
預
(

貯
)
金
通
帳
、
通

検
印

、
納
付
S

寉
5

砿

険
匪
を
持
番

申
先
―
爾
(

貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(
郵
便
局
を
貪
む
)
、
ま
た
は
区
役

所
国
民
健
康
保
険
諏
、
区
民
事
務
所

問
先
l

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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催
し
物
ガ
イ
ド

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
1
1年
度
「
あ
だ
ち
日
曜
教
室
」

知
的
に
(
ン
デ
ィ
の
あ
る
青
年
た
ち

の
友
逓
づ
く
り
や
学
習
の
櫛
と
し
て
、

毎
月
―
回
、
「あ
だ
ち
日
曜
教
室
」を
開

い
て
い
嫐
y
。新
年
度
の
新
し
い
仲
間

を
募
集
し
ま
す
。

期
間
1
4
月
1
1一日
1
1
2

年
3
月
1
9一日
の
原
則
毎
月
第
2
日

曜
日
(
年
間
1
2回
)
、午
前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時
。
た
だ
し
年
―
回
、I
泊
2

日
の
宿
泊
学
習
会
を
行
い
ま
す

対
象
=

区
内
在
住
の
区
立
中
学
校
心
障
学
級

な
ど
の
卒
業
生
で
、
あ
だ
ち
日
曜
教
室

の
行
事
に
ひ
と
り
で
参
加
で
鷽
叉
唇
歳

ま
で
の
方

内
容
=
午
前
・・・
全
員
で
参

加
す
る
行
事
(
文
字
学
習
、創
作
活
動
、

も
ち
つ
忝
な
ど
)
/
午
後
…
コ
ー
ス
学

習
(
雲
=
、
工
作
、
調
理
、ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
写
真
・
ビ
デ
オ
の
い
ず
れ
か
に

入
り
、
年
間
春
遏
し
て
学
習
)

定
員

氷

人
(

抽
選
)

費
用
=
教
材
費
が

年
間
4
千
円
。
諸
行
事
で
の
個
人
的
経

費
は
そ
の
つ
ど
実
費
負
担

申
込
=
青

年
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参

期
限
=
3

月
1
9一日

・
「
木
の
ぬ
く
も
り
か
ら
ア
イ
ヌ
文
化

を
学
ぶ
」

ア
イ
ヌ
文
様
の
木
彫
り
の
ブ
ロ
ー
チ

を
創
n
な
が
ら
、ア
イ
ヌ
文
化
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
9
3
月
6
日
～

2
7日
の
毎
週
土
曜
日
(
全
4
回
)
、午

後
7
時
～
9
時

対
象
=
青
年
男
女

講
師
=
星
野
工
氏
(
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う

・
彫
刻
家
)

定
員
a
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
2
千
円

申
込
=
電
話

-
い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
消
費
者
移
動
講
座
「
バ
ス
見
学
会
」

い
つ
も
使
っ
て
い
る
紙
弊
を
つ
く

っ
て
い
る
工
場
や
証
券
取
引
所
黔
見
学

し
て
、暮
ら
し
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日
時
=
3
月
1
2
日
啝
午
前
8

時
2
0
分
～
午
後
5
時
場
所
=
大
蔵
省

滝
野
川
工
場
、
東
京
証
券
取
引
所
ほ
か

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、

電
話
番
号
、返
信
用
あ
て
名
を
明
記
(
I

人
に
つ
き
1
枚
)

期
限
1
3
月
1
日

必
着

屬
消
費
者
講
座
「
知
的
財
産
権
と
は
?

～
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
・
コ
ピ
ー
商
品
を

考
え
る
」

「
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」
や
「
コ
ピ
ー

商
品
」
な
ど
を
買
っ
た
り
、
使
っ
た
り

す
る
こ
と
で
直
接
受
け
る
不
利
益
や
侵

害
さ
れ
る
権
利
と
は
何
か
。
具
体
例
で

知
的
財
産
権
を
学
び
ま
す
。

日
時
1
3

月
2
日
㈹
、
午
後
6
時
4
5分
～
8
時
3
0

分

場
所
I
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

講

師
=
前
原
一
雅
氏
(
ル
イ
ー
ヴ
ィ
ト
ン

ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

・
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
修
了
記
念
講

演
会
「
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
ひ
そ
む
環

境
汚
染
～
化
学
物
質
過
敏
症
～
」

生
活
空
間
に
漂
っ
て
い
る
化
学
物
質

が
、
身
体
や
精
神
に
ど
の
ぷ
つ
な
影
響

を
あ
た
え
て
い
る
の
か
。
化
学
物
質
過

敏
症
の
実
態
と
そ
の
対
処
法
に
迫
り
ま

す
。

日
時
=
3
月
H
日
陶
、
午
後
6

時
3
0分
1
8
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア

講
師
―
宮
田
幹
夫
氏
(
北

里
大
学
教
授
)

定
員
=
3
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

圏
消
費
者
講
座
「
コ
レ
で
家
の
中
も
ス

ッ
キ
リ
!
簡
単
ア
イ
デ
ア
収
納
術
」
　

家
の
中
が
ス
ッ
キ
リ
片
付
く
ア
イ
デ

ア
収
納
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
お
話
し

し
ま
す
。
日
時
1
3
月
1
8
日
禺
午

後
2
時
～
4
時
場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア

講
師
=
深
谷
ミ
エ
氏
(
住
ま
い

の
ア
イ
デ
ア
塾
主
宰
)

定
員
=
4
0人

(先
着
順
)

申
込
6
電
話

j
い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

費
用
=
無
料
(
バ
ス
見
学
会
の
昼
食
は

自
己
負
担
)

申
・
問
先
―
消
費
者
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

拇
田
7
-
3
3
1
1

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
8

に
J

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
参
画
セ
ミ
ナ
ー
学
習
成
果
の
発
表
会

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
こ
れ
か
ら
の
女

性
セ
ン
タ
ー
の
姿
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、
利
用
す
る
立
場
か
ら
、
学
習
機

会
の
提
供
と
女
性
の
社
会
参
画
を
中
心

に
学
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
発
表
会

で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
=
3
月
1
8日
床
、

午
後
6
時
4
5分

申
込
=
電
話

圏
女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
女
性

の
た
め
の
人
間
学
セ
ミ
ナ
ー
」

女
性
が
力
を
発
揮
し
て
自
己
実
現
が

で
き
、幸
福
感
黔
臈
喫
で
き
る
よ
う
な

社
会
を
目
指
し
て
、人
間
学
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
1
3

月
1
0
日
團
、午
後
2
時
～
4
時
対
象

―
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
男
女

講
師
―
栗
原
淑
江
氏
(
東
洋
哲
学
研
究

所
研
究
員
)

定
員
a
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

圏
団
体
登
録
制
度

区
内
の
女
性
団
体
な
ど
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

団
体
登
録
制
度
が
あ
り
ま
す
。
登
録
団

体
に
は
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
内
の
施
設
使

用
料
の
免
除
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。
対
象
団
体
=
区
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
7
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
7

割
以
上
が
女
性
の
団
体
。
政
治
活
動

・
宗
教
活
動
・
営
利
活
動
を
目
的
と
し

て
い
な
い
団
体

申
込
=
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
請
書
を
提
出
　

I
い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　
　

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2

ワ
』

親
子
観
劇
「
お
か
あ
さ
ん
」

―
学
童
保
育・
子
育
て
支
援
事
業
―

人
閧
の
き
ず
な
の
尊
さ
を
う
っ
た
え

る
感
動
の
ド
ラ
マ
を
演
劇
集
団
未
踏
が

上
演
し
ま
す
。
日
時
=
2
月
2
7日
山
、

午
後
2
時
開
演

場
所
=
測
江
第
一
小

学
校
体
育
館

定
員
=
2
0
0人

費
用
=

無
料

問
先
=
渕
江
第
一
学
童
保
育
室

豐
(
3
8
5
9
)
6
6
9
0

健康・体力増進フォーラム
学校・家庭・地域に
おける健康づくり

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
と
医
師
・
保
健
婦
・
栄
養
士
・
体

育
指
導
委
員
等
の
専
門
家
と
、
語
り
合

い
考
え
て
も
ら
お
う
と
毎
年
閧
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
「
日
常
生
活
で
創
ら

れ
る
あ
な
た
の
健
康
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
、「
更
年
期
治
療
専
門
医
」の
小
山
嵩

夫
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
各
主
催
団

体
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

日
時
a
3

月
1
3日
出
、
午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
4

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
表
2

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
体
育
振

興
係

表2　 健康・体力増進フォーラム日程

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

第
9

回
定
期
演
奏
会

小
学
4
～
6
年
生
の
団
員
が
、
1
年

間
の
練
習
成
果
を
お
聴
か
せ
し
ま
す
。

あ
の
大
ヒ
ッ
ト
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

の
メ
ド
レ
ー
の
ほ
か
、
6
年
生
に
よ
る

楽
器
パ
ー
ト
別
の
ソ
ロ
演
奏
も
必
見
で

す
。

日
時
U
j
3月
2
1日
剛
、
午
後
2

時
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=

第
1

部

・
:
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
(
動
物
園
の

一
日
ほ
か
)
/

第
2

部
-
=
6
年
生
に
よ

る
ソ
ロ
ス
テ
ー
ジ
/

第
3

部
・
-・
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
(
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
ほ
か
)

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=

文
化
振
興
係

観
光
協
会
の
催
し

区
内
施
設
め
ぐ
り
と
水
上
バ
ス
の
旅

・
区
内
施
設
め
ぐ
り

日
時
=
4
月
2
日
産
・
6
日
次
の
希
望

日
、
午
前
9
時
、
区
役
所
正
面
入
口
集

合

場
所
=
東
綾
瀬
公
園
、
葛
西
用
水

親
水
水
路
、
都
市
農
業
公
園
、レ
ー
ガ

ン
桜
、
舎
人
緑
道
等
を
見
学

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
▽
観
光
協
会

会
員
・
:千
鴎
円

▽
会
員
家
族
・
:
2千

円

▽
一
般
・
-・2
千
錮
円
(
当
日
現
地

で
支
払
い
、
昼
食
付
)

・
水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ

隅
田
川
沿
い
に
連
な
る
桜
並
木
を
船

の
中
か
ら
見
ま
せ
ん
か
。日
時
=
4

月
9
日
t
、午
前
1
0
時
1
午
後
2
時

場
所
=
千
住
船
着
場
～
吾
妻
橋
(
隅
田

川
)
～
両
国
～
勝
ど
き
橋
～
レ
イ
ン
ボ

ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
青
海
棧
橋
上
陸
(
青
海

公
園
・
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
自
由
見

学
)
～
勝
ど
き
橋
～
千
住
船
着
場
(
水

上
バ
ス
利
用
)

定
員
=
5
0人
(
抽
選
)

費
用
―
▽
観
光
協
会
会
員
・
:
3千
円

▽
会
員
家
族
・
:
3千
5
0
0円

▽
一
般
…
4

千
円
(
当
日
現
地
で
支
払
い
、
昼
食

付
)

-
い
ず
れ
も
I

対
象
=
観
光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び

区
内
在
住
の
方

申
込
―
往
復
(
ガ
キ

に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・
一
般

の
別
、「
区
内
施
設
め
ぐ
り
希
望
」ま
た

は
「4
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
望
」

と
明
記

※
申
し
込
み
は
I
事
業
1
枚

の
み
。(
ガ
キ
ー
枚
で
「
区
内
施
設
め

ぐ
り
」は
叉

ま
で
、「
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
は
4
人
ま
で
申
し
込
み
可
。

返
信
用
あ
て
名
を
明
記

期
胴
T
3
月
1
9

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
観
光
協

会
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0
-
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

郷
土
博
物
館
の
上
映
会

・

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
開
日
映
画
会

日
時
=
3

月
1
3
日
出

、
午
前
1
1
時

内

容
=

「
く
ら
し
を
衣
装
で
残
す
↓

毟

家
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
-

」(
刀一
分
)

・・・
船
場
の
商
家
の
一
人
娘
が
伝
え
る
服

飾
文
化
/

「
日
本
漫
画
映
画
発
達
史
-

戦
後
ア
ニ
メ
釿
画
帳
-

」(
3
9分
)
-
・・
テ

レ

ビ
に
よ
っ
て
発
達
す
る
マ
ン
ガ
と
技

法

・
映
像
に
見
る
戦
争
の
足
跡
～
カ
ラ
ー

映
像
で
み
る
敗
戦
前
後
の
日
本
の
姿
～

日
時
=
3
月
6
日
出
・
7
日
剛
、
午
前

1
0
時～
午
後
3
時
(
各
日
5
本
上
映
)
　
　
　
　
　

-
い
ず
れ
も
I

賛
用
=
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
―
郷
土
博
物
館

a
(
3
6
2
0
)
9
3
9

『
j

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
申
し
込
み
方
法
・
期
限
・
申
し
込
み
期
限

場
・
中
・
問
先
・
会
場
・
申
し
込
み
先
・
-問
い
合
わ
せ
先

区
議
会
　
第
1
回
定
例
会

区
議
会
第
1
回
定
例
会
が
表
1
の

と
お
り
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お

よ
び
委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
席
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

傍
聴
受
付
↓
'
一
会
議
・・・
開

会
3
0分
前
/

各
委
員
会
…
開
会
1

時

間
前

問
先
=

区
議
会
事
務
局

表1　 区議会第1 回定例会日程

掲
示
板

・
喫
茶
店
運
営
・
準
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

日
時
=
毎
月
第
2
火
・
水
曜
日

場
・

申
・
問
先
I
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月

魯
(
5
2
4
2
)
0
3
0
1
n

・
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
施
設
公
開

日
時
=
3
月
6
日
出
、午
前
1
0
時
～
正

午

内
容
9
仕
事
の
様
子
(
陶
芸
、
皮

細
工
、
機
織
ひ
な
ど
)

申
込
―
当
日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
―
綾
瀬
あ
か

し
あ
園

昔
(
5
6
8
2
)
7
2
7

ワ
』

・
日
曜
柔
道
整
復
施
術

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
で
は
、
日
曜

日
に
持
ち
回
り
で
柔
道
整
復
施
術
を
し

て
い
ま
す
。
実
施
場
所
等
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=

足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

音
(
3
8
5
7
)
8
6
8
只
w

亜
無
料
法
律
・
公
証
・
人
権
相
談
所
お

よ
び
子
ど
も
の
人
権
相
談
所

日
時
1
3
月
1
0・
H
日
。
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
4
時
(
受
付
は
午
後
3
時
ま

で
)

場
所
=
錦
糸
町
そ
ご
う

申
叺

―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
東
京
沽

務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

登
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

・
N
T
T

足
立
営
業
所
の
開
設

千
住
営
業
所
と
西
新
井
営
業
所
は
、2

月
2
6日
で
閉
店
し
、3
月
1
日
か
ら

足
立
営
業
所
(
足
立
区
役
所
前
)
に
鏡

合
し
開
設
し
ま
す
。

問
先
‥
n
N
T
T

足
立
支
店

a
0
1
2
0
(
1
8
1
)
O
了
n

新
春
あ
だ
ち
ク
イ
ズ
の
解
答
(
1
月
1
0日
号
掲
載
)

ト
キ
メ
キ
　
ユ
ト
リ
　
ミ
ズ
ベ
ノ
マ
チ
ア
ダ
チ

総
計
7
7
9通の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
殳
」ざ
い
ま
し
た
。
A

広
報
課
V
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く
ら
し

の
情
報

税金の申告は
お済みですか
3月15日まで

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
を
受

け
付
け
中
で
す

。
3
月
に
入
る
と
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で

、
お
早
め
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す

。

・

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
出
張
受
付

区
民
事
務
所
で
表
3

の
と
お
り
出
張

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く

だ
さ
い

。

※
前
年
に
所
得
の
な
い
方

で
も
、
非
課
税
証
明
一

が
必
要
に
な
る

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
時
期
に
特
別
区
民
税

・
都
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
―
課
税
課

▽
所
得
税
・
贈
与
税

。消
費
税
・・・
足
立

税
務
署

昔
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
個
人
事
業
税
…
足
立
都
税
事
務
所
　

昔
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

表3　特別区民税・都民税の出張受付日程

※ いずれも時間は午前9時～午後4時。
北干住サーピスセンターでは、申告の
受け付けは行いません

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

休
日
納
税
相
談

平
日
に
区
役
所
へ
来
庁
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、休
日
納
税
相
談
を
行
い
ま

す
。納
税
に
関
す
る
相
談
な
ど
、こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。日
時
1

3
月
7
日
叨
、午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
課
(
区
役
所
中
央
館
1

階
)区

立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級
の
入
学
案
内

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

対

象
=
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

学
習
意
欲
の
あ
る
方
授
業
時
間
=
午

後
5
時
3
0
分
～
9
時
(
様
々
な
行
事
、

給
食
が
あ
り
斈
y
)
申
込
=
直
接
来

校
し
て
ぐ
だ
さ
い
受
付
時
間
=
午
後

3
時
～
9
時
3
0
分
(
春
休
み
中
は
午
後

2
時
～
7
時
3
0
分
)
申
・
問
先
―
第

四
中
学
校
夜
間
学
級

登
(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

1
1
年
度

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

対
象
―
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
3
5歳
以
下
の
方

内

容
=
担
当
し
た
自
然
教
室
(
鋸
南
…
小

学
校
4
年
生
、日
光
…
小
学
校
6
年
生
)

の
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
児
童
引

率
指
導
補
助

謝
礼
1
1
回
の
引
率
に

つ
き
3
万
5
千
7
0
0円

申
込
=
電
話

※
後
日
、
応
募
用
紙
を
送
付
。
引
率
の

期
間
(
5
月
か
ら
1
2年
3
月
の
実
施
期

間
内
で
複
数
回
希
望
可
能
)
を
調
整
し

て
担
当
校
を
決
定

期
限
=
3
月
1
0日

申
・
問
先
=
校
外
学
園
係

建
築
物
防
災
週
間

3
月
1
日
～
7
日
は
、全
国
一
斉
の

建
築
物
防
災
週
間
で
す
。
毎
年
地
震
、

火
災
、
が
け
崩
れ
等
の
災
害
に
よ
り
建

築
物
の
被
害
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
建

築
物
の
防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
に
。

建
築
防
災
相
談
、
防
災
査
察
な
ど
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
1
建
築
調
整
課
調
査

係
足
立
区
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
店
「R
の
お

店
」が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、
再
生
製
品
な

ど
(

み
ど
り
の
夢
2
3や
リ

サ
イ
ク
ル
商
品
な
ど
)

の

販
売
取
り
扱
い
や
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
ー
等
の

店
頭
回
収

、
簡
易
包
装
に

取
り
組
ん
で
ぃ
る
お
店
や

商
店
街
を

ど

み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
「R

の
お
店
」包

し
て
認
定
し

て
い
ま
す

。
今
回

、
新
た

に
4

店
・
1

商
店
街

が

「R

の
お
店
」(
表
4
)

と

し
て
認
定
さ
れ
た
た
め
、

あ
わ
せ
て
I

商
店
街

、2
6
3

店
と
な
り
ま
し
た
。
一
層
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。「R
の
お
沍
」
と
し
て

認
定
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

表4　 ごみ減量・リサイクル推進店「R のお店」新規認定店
小売店( リサイクルショップ)

商店街

東
京
都
「
住
ま
い
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
協
力
員
制
度
」

都
で
は
、
密
集
住
宅
市
街
地
の
住
宅

の
建
て
替
え
促
進
の
た
め
「
住
ま
い
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
協
力
員
制
度
」を
始

め
嫐
T
。
あ
叭
か
じ
め
協
力
員
と
し
て

登
録
し
た
住
宅
建
設
の
専
門
家
(
建
設

業
者
や
一
級
建
設
設
計
事
務
所
等
)
が
、

足
立
等
6
区
を
除
く
新
宿
・
墨
田
等
1
2

区
の
密
集
住
宅
市
街
地
で
住
宅
の
建
替

え
を
予
定
し
て
い
る
建
築
主
に
、
燵
替

え
に
関
す
る
法
令
や
助
成
制
度
に
つ
い

て
相
談
や
助
言
を
す
る
制
度
で
す
。
都

内
1
9
一
区
で
活
動
を
希
望
す
る
方
は
、嬲

東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
登
録
講
習
会
と
、実
施
1
2
区
の

行
う
地
区
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で

す
。▽
登
録
受
付
・
:
日
時
1
3
月
3

日
～
5
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所
=

都
・
住
宅
供
給
公
社
渋
谷
営
業

所
(

渋
谷
区
宇
田
川
町
3
1
1

宇
田
川

町
ビ
ル
)

▽
登
録
講
習
会
…
日
程
等
1
3

月
2
4日
團
、
午
後
0

時
3
0
分
(
日
比

谷
公
会
堂
)

▽
費
用
…
登
録
料
1
4

万
円
/

登
録
講
習
会
受
講
料
=
1

万
円

▽
地
区
講
習
会
…
日
程
等
=
3

月
2
6
日

面

、
午
前
1
0
時
(

豊
島
公
会
堂
)
/
3

月
2
9日
卯
、
午
前
9
時
3
0
分
(

都
庁

第
一
本
庁
舎
5

階
大
会
議
室
)

問
先
=

諾
東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
a
(
5
4
6
6
)
2
1
0
3

区
・
ま
ち
づ
く
り
課

3 月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じます。

選
挙

豆
知
識

政
治
家
等
(立
候
補
予
定
者

を
含
む
)の
寄
附
の
禁
止

公
職
選
挙
法
は
、
お
金
の
か
か
ら

な
い
政
治
の
実
現
の
た
め
、
寄
附
の

禁
止
に
つ
い
て
、
厳
し
く
規
制
し
て

い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す

と
、公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙
権
)

の
停
止
と
な
り
ま
す
。
寄
附
は
金
銭

に
限
ら
ず
、
政
治
家
等
(
立
侯
補
予

定
者
を
含
む
)
が
、
入
学
・
卒
業
・

就
職
な
ど
に
際
し
、
選
挙
区
内
の
人

に
贈
り
物
を
す
る
こ
と
も
寄
附
に
該

当
し
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取

ら
な
い
」
こ
れ
ら
の
寄
附
禁
止
の
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
く
き
れ
い
な

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

小

菅

駅

周

辺

区
で
は
駅
周
辺
3
0
0
m以内
を
自
転
車

放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
は
区
が
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所

に
運
び
保
管
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を

引
き
取
る
と
き
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
撤
去

後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
転
車
に
は
防

犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
必
ず
住
所
と

名
前
を
躄
菫
し
ょ
う
。
駅
ま
刄
紅
い

方
は
、
で
き
る
限
り
歩
く
よ
う
お
願
し

ま
す
。
ま
た
。
通
動
・
通
学
な
ど
で
毎

日
利
用
さ
れ
る
方
は
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

・
民
間
自
転
車
駐
車
場

小
菅
駐
輪
場
(
足
立
2
-
4
3
)

豐
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

・
自
転
車
移
送
所
(
撤
去
先
)

加
平
移
送
所
(
加
平
2
-
1
7
1
6
先
)

問
先
=
自
転
車
係

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

先
の
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
、
多
く

の
方
々
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
し
て
、3
月
1
0日
午
後
1
時
を

期
し
て
、
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。A

総
務
課
V

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。
掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

=
催
し
物
=

★
講
座
「
絵
本
に
学
ぶ
子
ど
も
の
心
」
2

月
2
8日
興

午
後
2
時
～
4
時
/
生

涯
学
習
館
/
絵
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か

ら
、
子
ど
も
り
心
を
学
ぶ
/
年
会
費
3

千
円
(
年
3
回
の
講
座
あ
り
)
/
合
歓

の
会
・
細
川魯

(
3
6
2
8
)
6
8
2
`
3

★
広
瀬
隆
講
演
会
「迫
り
来
る
放
射
能

汚
染
」2
月
2
8
日
沺
、午
後
L
時
3
0

分
～
4
時
/
生
涯
学
習
館
/
地
球
温
暖

化
防
止
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
/

千
円
(
予
約
券
8
0
0円)
/
星
野

S
(
3
6
2
9
)
3
1
9
5

★
第
7
回
足
立
水
墨
画
日
本
画
合
同
作

品
発
表
展
3

月
1
7曰
～
2
2日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
(
初
日
は
正
午
か
ら
。

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
)
/
西
新
井

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
無
料
/
足
立
文
化

あ
し
の
葉
会
・
槙
島

酋
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

=
募

集
=

★
楽
舞
(
ラ
ブ
)
健
康
ダ
ン
ス
倶
楽
部

第
2
・
第
4
火
曜
日
、午
後
2
時
1
3

時
3
0
分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
ス
ト

レ
ッ
チ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

な
ど
/
入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千
円

/
小
倉
き
(
3
9
4
1
)
9
2
6
7

★
パ
ン
・
ケ
ー
キ
作
り
(
バ
レ
・
フ
ロ

ー
ラ
)
毎
月
第
1
・
第
1
火
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
O
時
3
0
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3
千
円
/
坂
本

音
(
3
8
8
9
)
0
6
5
2

★
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
会
)
毎
週
火

曜
日
、午
後
1
時
～
5
時
/
中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
大

澤
a
(
5
2
4
2
)
2
7
2
2

★
混
声
合
唱
団
(
光
)
隔
週
日
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
年
会
費
6
千
円
/
島
田
　
　
　
　

昔
(
3
8
7
9
)
9
0
7
<
£

★
パ
ス
テ
ル
あ
じ
さ
い
毎
月
第
1
-

3
水
曜
日
、午
後
L
時
～
4
時
/
中
央

本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
千
5
0
0
円
/

伊
勢
`
一
一
(
3
8
8
1
)
9
8
0
7

★
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
毎
月
第
1
・
筮

3
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
江
北

五
丁
目
/
家
庭
で
で
き
る
美
容
健
康
法

/
月
額
4
千
円
(
材
料
費
含
む
)
/
宮

沢
昔
(
3
8
8
0
)
3
5
9
6

★
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
ゆ
あ
ー
ず
)
毎

週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
八
1
1
一
時
/
花
畑

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
子
供
連
れ
可
/
入
会

金
2
千
円
、月
額
2
千
鴎
円
/
遠
藤
　
　
　
　

登
(
3
8
8
4
)
2
0
8
9

★
油
絵
(
虹
彩
会
)
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
(

第
4

水
曜
日
は
屋
外
写

生
)
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
(
3

ヵ
月
分
前
納
)
/
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話

(
午
後
7

時
～
1
0
時
)
/

馬
場
-
I
-
£
2
0

・
0
0
0
5

綾
瀬
4
-
2
9
-
1
0

豐
(
3
6
0
5
)
1
8
9
5

★
混
声
合
唱
団
(
コ
ー
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
)

毎
週
火
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
第

十
中
学
校
、中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
発
表
会
あ
り
/
月
額
3
千
円
/
亀
井
　
　
　
　

昔
(
3
8
9
0
)
5
4
4
7

★
初
心
者
手
話
教
室
4
月
7
日
か
ら

毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
～
8
時
4
0
分

/
亀
有
北
集
会
所
/

年
会
費
千
円
/

往

復
(

ガ
キ
が
フ
ァ
ク
ス
/

小
林
-
t
1
2
0
　

・
0
0
0
1

大
谷
田
2
-
9
-
7

魯
・
咀
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
に
感
謝
状

区
で
は
2
月
4
日
、
納
税
貯
蓄
組
合

活
動
を
通
し
て
、
口
座
振
替
制
度
の
普

及
や
納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
区
の
税
務

行
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
6
組
合
に
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

・

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名

▽
足
立
納
連
・・・
足
立
青
色
花
畑
第
一
/

足
立
青
色
纃
瀬
第
二
/

足
立
個
人
タ
ク

シ
ー
▽
西
新
井
納
連
・
:
鹿
浜
第
四
/

舎

人
第
一
/
加
賀
皿
沼
第
一
入
納
税
諜
V
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あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5
月
号

投
稿
募
集
「
身
近
な
緑
の
楽
し
み
方
」

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5
月
号

の
投
稿
テ
ー
マ
は
、「
身
近
な
緑
の
楽
し

み
方
」で
す
。季
節
に
よ
り
移
り
変
わ
る

近
く
の
公
園
や
街
路
樹
、
今
は
や
り
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
な
ど
「
身

近
な
緑
の
楽
し
み
方
」
に
関
す
る
皆
さ

ん
の
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
選
考

の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た

方
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
=
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電

話
番
号
を
明
記
し
、4
0
0
字
程
度
に
ま
と

め
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
期
限

=
3
月
1
5
日
申
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1

1
?
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

春

花

展

示

会

日
時
=
3
月
2
日
㈹
、午
後
1
時
～
5

時
/
3
日
向
・
4
日
向
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時

場
所
―
区
役
所
―
階

ロ
ビ
ー

内
容
=
区
内
花
き
農
家
が
促

成
栽
培
し
た
、
春
咲
き
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ユ
リ
、
ボ
ケ
な
ど

約
4
0点
の
展
示

※
3
月
2
日
㈹
、
午

後
1
時
か
ら
会
場
で
先
着
1
0
0
人
に
切
り

花
を
配
布
し
ま
す

問
先
=
農
産
係
　

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

「宮
川
ひ
ろ
」講
演
会

「
る
す
ぱ
ん
先
生
」
の
作
者
の
お
話

を
通
し
て
、
子
育
て
や
親
子
の
会
話
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
1
3
月
1
4

日
沺
、
午
後
1
時

鳩
所
=
生
涯
学
習

館

定
員
=
8
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
中
央
図
書
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

花

だ よ り

梅

梅
は
早
春
を
つ
げ
る
代
表
的
な
花

で
、
奈
良
時
代
、
花
見
と
い
え
ば
そ
れ

は
梅
を
指
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
可
憐
な
花
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
周
囲
ま
で
た
だ
よ
う

良
い
香
り
を
愛
で
ら
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。庭
に
も
好
ん
で
植
え
ら
れ
た
木
で
、

建
物
の
袖
垣
に
添
え
て
植
え
ら
れ
た
梅

の
木
は
「
袖
が
香
」
と
い
う
優
雅
な
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

色
よ
り
も

か
こ
そ
あ
は
れ
と

お
も
ほ
ゆ
れ

た
が
袖
ふ
れ
し
　

や
ど
の
梅
ぞ
も
(

古
今
集
)

梅
は
剪
定
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
樹
の
衰
え
を
防
ぎ
花
の
つ

き
が
良
く
な
り
ま
す
。
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
た
め
に
も
、
樹
形
を
整
え
る
た

め
に
も
、
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
逆

に
、
桜
は
太
い
枝
を
切
る
と
腐
り
や
す

い
の
で
ほ
ど
ほ
ど
に
。A

公
園
緑
地
課
V

梅
の
見
ら
れ
る
公
園
　
大
谷
田
公

園
(

大谷
田
4
-
4
　
3

月
上
旬

こ

ろ

ま

で
)

※
犬
の
散
歩
の
時
は
綱
を
放
さ
ず
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
公
園
に
し
ま
し
ょ
う

絵: 笹節子さん( 西新井栄町
三丁目)

あだちカレンダー　3 月
小・中学生のいじ め相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 学校教育部指導室内)

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

学び の情 報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時　※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あな たの探す講座やイベントを、区内情報を中 心に
、いつ、 どこで開 催さ れる かをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています A. Hi . Y　280, 000


